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臨
時
快
速
「
城
崎
・天
橋
立
ダ
イ
レ
ク
ト
」が
、 

一
部
、
久
美
浜
駅
に
停
車
し
ま
す
。 

西
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
福
知
山

支
社
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｓ
（
株
）、（
株
）
日
本
旅
行
、
京

都
府
中
丹
広
域
振
興
局
、
京
都
府

丹
後
広
域
振
興
局
及
び
兵
庫
県
但

馬
県
民
局
は
、
７
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
、「
近
畿
の
キ
タ
だ

よ
、
北
近
畿
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん

だ
、
京
都
府
北
部
、
兵
庫
県
北
部
の

観
光
需
要
の
早
期
回
復
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
臨
時
快
速
「
城
崎
・
天
橋
立
ダ

イ
レ
ク
ト
」
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
久
美
浜
町
内
で
は
、

午
前
中
の
便
が
、
久
美
浜
駅
に
停

車
し
ま
す
。 

運
行
日
及
び
運
行
時
刻
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
運
行
日
】 

８
月
22
日
（
土
曜
日
）
か
ら
９
月

27
日
（
日
曜
日
）
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
（
計
14
日
間
） 

【
運
行
時
刻
】 

城
崎
温
泉
（
９
：
52
発
） 

豊 
 

岡
（
10
：
07
発
） 

久 

美 

浜
（
10
：
26
発
） 

天 

橋 

立
（
11
：
18
着
） 

天
橋
立
駅
で
は
、

特
急
た
ん
ご
リ
レ
ー

４
号
（
11
：
53
発
）

及
び
丹
後
あ
か
ま
つ

２
号
（
12
：
00
発
）

に
も
乗
り
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
大

変
便
利
な
時
刻
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

使
用
す
る
車
両

は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

観
光
列
車
「
う
み
や

ま
む
す
び
」
で
す
が
、

急
遽
の
検
査
等
に
よ

り
他
車
両
で
運
転
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

▲久美浜駅に停車中の「城崎・天橋立ダイレクト」 

コウノトリ、続々巣立つ 
地元団体が、市に写真を寄贈 

 

久
美
浜
町
市
場
の
人
工
巣
塔
で

育
っ
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ

２
羽
が
、
６
月
25
日
と
同
30
日

に
、
相
次
い
で
巣
立
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
２
羽
に
は
、
地
元
の
方
か

ら
、「
な
で
し
こ
」（
メ
ス
・
足
環
：

左
黄
赤
・
右
赤
赤
）、「
千
年
」（
オ

ス
・
同
：
左
黄
青
・
右
赤
赤
）
と
い

う
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
地

元
で
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取

り
組
む
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
育

つ
コ
メ
作
り
グ
ル
ー
プ
」（
野
村
重

嘉
代
表
）
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

が
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
、
同
グ
ル
ー
プ
か
ら
市
役

所
及
び
久
美
浜
市
民
局
に
、
こ
の

２
羽
の
写
真
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

寄
贈
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
久

美
浜
市
民
局
で
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

久
美
浜
町
内
で
は
、
永
留
巣
塔

で
も
、
少
な
く
と
も
３
羽
の
ヒ
ナ

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
巣

立
ち
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

【
お
願
い
】 

 

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
観
察
さ
れ
る
際

は
、
以
下
の
点
に
留
意
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

・
巣
に
接
近
し
て
の
観
察
、撮
影
は

お
や
め
く
だ
さ
い
。
特
に
、
ド
ロ

ー
ン
や
高
所
作
業
車
等
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
私
有
地
や
進
入
禁
止
の
農
道
等

に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
駐
車
ト
ラ
ブ
ル

等
、
近
隣
の
営
農
等
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
な
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
野
生
動
物
で
す

の
で
、
エ
サ
は
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

▲「コウノトリと共に育つコメ作りグループ」 

（野村重嘉代表：写真左）からいただいた写真。 

 コウノトリの写真の撮影：美王惠次郎氏 

ダミー 

                ８月７日（金曜日）に、久美浜市民局で献血が実施されます。 
                ぜひ、ご協力をお願いします。 献血のお知らせ 
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吉
田 

お
忙
し
い
中
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず

最
初
に
、
森
下
さ
ん
自
身
の

こ
と
に
つ
い
て
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

森
下 

和
歌
山
県
出
身
で
、

平
成
25

年
度
に
、「
田
舎
で

働
き
隊
」
と
し
て
京
丹
後
市

に
移
住
し
ま
し
た
。
約
３
年

間
、「
久
美
浜
ま
る
ご
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
協
議
会
」
の
事
務

局
で
農
業
活
性
化
に
取
り
組

み
、
そ
の
後
、
田
園
紳
士
と

い
う
会
社
を
設
立
し
て
、
引

き
続
き
、
販
路
開
拓
や
加
工

品
の
開
発
な
ど
、
農
業
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
京
丹
後
市
で
結

婚
し
、
最
近
、
両
親
に
も
和

歌
山
県
か
ら
移
住
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

吉
田 

販
路
開
拓
で
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
お
ら
れ
る

の
で
す
か
。 

森
下 

農
業
者
の
方
と
一
緒

に
、
様
々
な
展
示
会
に
出
展

し
、
都
市
部
の
百
貨
店
や
デ

パ
ー
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
へ

の
販
路
を
開
拓
し
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
希

望
価
格
で
の
販
売
を
目
指

し
、
市
場
価
格
よ
り
良
い
価

格
で
取
引
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

吉
田 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
は
あ
り
ま

し
た
か
。 

森
下 

都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ホ
テ
ル
は
、
か
な
り
動
き

が
止
ま
り
ま
し
た
が
、
ス
ー

パ
ー
や
百
貨
店
は
、
比
較
的

い
つ
も
通
り
動
い
て
い
た
感

触
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

給
食
関
係
や
収
穫
体
験
な
ど

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

吉
田 

「
フ
ァ
イ
ト
リ
ッ
チ

野
菜
」
と
い
う
も
の
も
手
掛

け
て
お
ら
れ
る
と
お
伺
い
し

た
の
で
す
が
。 

森
下 

「
フ
ァ
イ
ト
リ
ッ
チ

野
菜
」
は
、
タ
キ
イ
種
苗
株

式
会
社
が
開
発
し
た
商
品

で
、
京
都
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
も

ら
う
な
ど
、
弊
社
で
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

フ
ェ
ア
で
は
、
ト
レ
ー
マ
ッ

ト
な
ど
に
生
産
者
の
顔
を
掲

載
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

吉
田 

「
加
工
品
の
開
発
」
で

は
、
ど
ん
な
も
の
を
開
発
し

て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。 

森
下 

た
と
え
ば
、
丹
後
バ

ル
の
関
さ
ん
と
協
力
し
、
よ

さ
の
う
み
福
祉
会
に
製
造
を

委
託
し
、「
さ
つ
ま
い
も
の
缶

詰
」
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

賞
味
期
限
が
１
年
と
長
い
の

で
、
防
災
等
に
も
役
立
て
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

「
フ
ル
ー
ツ
ト
レ
イ

ル
」
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。 

森
下 

国
道
１
７
８
号
線
沿

い
を
主
に
、
直
売
所
で
フ
ル

ー
ツ
を
活
用
し
た
ド
リ
ン
ク

や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
で
、
観
光
振
興
課
が

支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。

も
と
も
と
果
樹
農
家
は
直
売

所
の
売
上
も
重
要
な
収
入
の

一
部
で
す
が
、
各
農
家
の
昔

か
ら
の
フ
ァ
ン
で
毎
年
購
入

さ
れ
る
消
費
者
も
高
齢
化
し

て
お
り
、
購
入
数
が
減
少
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

そ
こ
で
、
フ
ル
ー
ツ
ト
レ

イ
ル
の
よ
う
な
、
若
者
向
け

の
集
客
は
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

観
光
バ
ス
の
車
内
で
ガ
イ

ド
を
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
地
元
で
観
光
ガ
イ
ド

が
で
き
る
よ
う
な
方
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

フ
ル
ー
ツ
ト
レ
イ
ル
と
組
み

合
わ
せ
て
行
け
る
場
所
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉
田 

蒲
井
地
区
で
は
、
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

森
下 

ぜ
ひ
、
一
緒
に
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
近
い
う

ち
に
、
蒲
井
に
行
か
せ
て
く

だ
さ
い
！ 

地域おこし協力隊の吉田浩士が、町内の様々な方を取材する新コーナー。 

今回は、「田舎で働き隊」のOBで、株式会社田園紳士代表取締役の森下

裕之さんを訪ねました。 

▲久美浜まるごと実践会議が行った「旬べじ」事業で、「FMたんご」にも

出演（写真中央）、ファイトリッチ野菜についてお話ししました。 

▲首都圏での販売風景 

＜取材を終えて＞ 
・話の中で、ツアーガイドの重要性について話されてい
たのが印象的でした。 

・ちょっとした情報を、ガイド中にタイムリーに伝える
ことで、何倍にも楽しく感じると聞いたときは、「なる
ほど」と思い、伝える重要性を感じました。 

・移住者の先輩として、事業を運営されている姿に刺激
を受けました。 


